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歯科衛生士として 18年 間 . 歯 科臨床現場で多くの
患者と接してきた . 患 者 は色 埼 な悩みを持ちながら
来院してくるが , そ の 気 持 ち を察 しながら,医療に
反映させて普 ポ - トして も､く鞘 が 歯 科 衛生士の重安
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信号に変換 し その情報をもとに学電極 ア レイ 巨の
複数の電極に通電させる.この電流が蛸隼神経 を興
奮させ∴雷を開宅ことが可能となる,人工内耳によ
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